
科目別・1年コース（共通科目5ヶ月＋10区分）

講義 個人によるe-ラーニングのため、期間は目安とする（週15時間程度）

演習 指定した期間に行う（長崎大学病院に集合して実施）

実習・評価 指定した期間に行う（共通科目：長崎大学病院に集合して実施、区分別科目：長崎大学病院もしくは協力施設にて実施）

OSCE 指定した期間に行う（長崎大学病院に集合して実施）

科目試験 指定した期間に行う（長崎大学病院に集合して実施）

予備期間 指定した期間内に修了できなかった場合、この期間で行う

第1週（6/1~6） 29h 37h 17.5h 26.5h 22.5h 32.5h

第2週（7～13）

第3週（14～20）

第4週（21～27）

第5週（28～7/4）

第6週（5～11）

第7週（12～18）

第8週（19～25）

第9週（26～8/1） 集合研修５日 1h 3h 2h 18.0h

第10週（2～8）

第11週（9～15）

第12週（16～22）

第13週（23～30） 集合研修５日 4.0h 16h 9h

第14週（31～9/5）

第15週（9/6～12）

第16週（13～19）

第17週（20～26） 集合研修５日 2.5h 1.5h 9h 4.5h 11.5h

第18週（27～10/3） 予備期間

第19週（10/4～10） 筆記試験(3日間：再試験日含む) 共通科目試験(1h) 共通科目試験(1h) 共通科目試験(1h)

第20週（11～17） 管理委員会(共通科目修了判定)

第21週（18～24） 6h 20.5h 6.0h 6.0h 17h 5.0h 28h 4.5h 8.5h 12.5h

第22週（25～31）

第23週（11/1～7）

第24週（8～14）

第25週（15～21） 筆記試験 区分別科目試験(1h) 区分別科目試験(2.5h) 区分別科目試験(1h) 区分別科目試験(1.0h) 区分別科目試験(2h) 区分別科目試験(1.0h) 区分別科目試験(3h) 区分別科目試験(1h) 区分別科目試験(2h) 区分別科目試験(1.5h)

第26週（22～28） 筆記試験/集合研修

第27週（29～12/5） 集合研修 2.0h(講義:手技練習)+α 6h(演習) 1.0h(講義:手技練習)+α 1.0h(講義:手技練習)+α 3.0h(講義:手技練習)+α 1.0h(講義:手技練習)+α 3.0h(講義:手技練習)+α 0.5h(講義:手技練習)+α 3.0h(講義:手技練習)+α 2h(演習)

第28週（6～12）

第29週（13～19） OSCE OSCE(1) OSCE(1) OSCE(2) OSCE(1) OSCE(2)

第30週（20～26）

第31週（27～1/2） 予備期間

第32週（3～9）

第33週（10～16）

第34週（17～23）

第35週（24～30）

第36週（31～2/6）

第37週（7～13）

第38週（14～20）

第39週（21～27）

第40週（28～3/5）

第41週（3/6～12）

第42週（13～19）

第43週（20～26）

第44週（27～4/2）

第45週（3～9）

第46週（10～16）

第47週（17～23）

第48週（24～30）

第49週（5/1～7）

第50週（8～14）

第51週（15～21） 管理委員会(研修修了判定)

第52週（22～28） 修了式

※区分別科目の「（講義：手技練習）＋α」のαはシラバスには含まれない手技練習の時間

【5症例×２行為】

・持続点滴中の高カロ

リー輸液の投与量の調整

・脱水症状に対する輸液

による補正

2月

3月

4月

5月

【5症例×１行為】

・経口用気管チューブ又

は経鼻用気管チューブの

位置の調整

【5症例×4行為】

・侵襲的陽圧換気の設定

の変更

・非侵襲的陽圧換気の設

定の変更

・人工呼吸管理がなされ

ている者に対する鎮静薬

の投与量の調整

・人工呼吸器からの離脱

共通科目試験(1h) 共通科目試験(1h)

【5症例✕2行為】

・褥瘡又は慢性創傷の治

療における血流のない壊

死組織の除去

・創傷に対する陰圧閉鎖

療法

【5症例×１行為】

・創部ドレーンの抜去

【5症例×２行為】

・直接動脈 穿刺法によ

る採血

・橈骨動脈ラインの確保

腹腔ドレーン管理関連

 (8+5症例)

ろう孔管理関連

（22＋10症例）

栄養に係るカテーテル管理

（中心静脈カテーテル管

理）関連

 （7+5症例）

創傷管理関連

（34＋10症例）

【5症例×１行為】

・気管カニューレの交換

【5症例×1行為】

・腹腔ドレーンの抜去

（腹腔内に留置された穿

刺針の抜針を含む。）

【5症例✕2行為】

・胃ろうカテーテル若し

くは腸ろうカテーテル又

は胃ろうボタンの交換

・膀胱ろうカテーテルの

交換

【5症例×1行為】

・中心静脈カテーテルの

抜去

栄養及び水分管理に係る薬

剤投与関連

（16+10症例）

共

通

科

目

期

間

令和9年

６月

7月

8月

9月

10月

共通科目試験(1h)

呼吸器（人工呼吸療法に係

るもの）関連

（29+20症例）

呼吸器（長期呼吸療法に係

るもの）関連

（8+5症例）

区

分

別

科

目

期

間

11月

12月

令和10年

1月

創部ドレーン管理関連

（6+5症例）

動脈血液ガス分析関連

（13+10症例）

令和９年度　長崎大学病院看護師特定行為研修　学修進度表

月 週 週の目安

共通科目 区分別科目

臨床病態生理学(31) 疾病・臨床病態概論(41)
フィジカルアセスメント

(45)
臨床推論(45)

医療安全学/特定行為実践

(45)
臨床薬理学(45)

呼吸器（気道確保に係るも

の）関連

（9+5症例）

オリエンテーションは令和９年５月中旬～下旬に実施する。

【共通科目】

１）講義（eラーニング講義動画）は、各研修生が計画的に実施する（期間：６月第１週～９月第１６週予定）。

但し、演習・実習が予定されている期日までに、該当する科目の講義（eラーニング講義動画）受講を

終了させること。

２）演習・実習は、月に５日程度長崎大学病院に集合し実施する（期間：７月、８月、９月予定）。

３）共通科目試験は、長崎大学病院に集合し実施する（期間：１０月第１９週予定）。

※左記のスケジュールはイメージです。

【区分別科目】

１）講義（eラーニング講義動画）は、各研修生が計画的に実施する（期間：１０月第２１週～１１月

第２４、２５週予定）。

２）区分別科目試験は、長崎大学病院に集合して実施する（期間：１１月第２５、２６週予定）。

３）手技練習、演習は、長崎大学病院に集合して実施する（期間：１１月第２７週～１２月第２８週

予定）。

４）ＯＳＣＥのある科目は、長崎大学病院に集合して実施する（期間：１２月第２９、３０週予定）。

５）実習は、長崎大学病院または協力病院にて実施する（期間：１月第３２週～５月４９週予定）。

■実習について

条件を満たせば協力施設（研修生の所属施設）での実習も行うことができる。

※右記のスケジュールはイメージです。


